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「鵠」について

冨士 山

去る１日の本会で伊藤節堂さんは鵠沼（クゲヌマ）という地

名は他県にもあると説明され、その努力には敬服します。

クグイヌマが縮まってクゲヌマとなったということは、昔からある

音便からいって当然のことで、たとえ他県になくとも全く間違い

のないものであります。ただクグイという鳥がどんな鳥かについて

は私は調べていないので今日は省略します。私の大学時代（大正

の初め）頃にはローマ字論が盛んであって、従来の英語から来た

ヘボン式に対し、日本式ローマ字論が気煙をあげ、鉄道の駅名

にもこれを用いて書かれてありました。以下鵠沼のことを音便

とローマ字を用いて説明すると理解しやすいと思います。

（１） 鵠沼は が音便で に縮まったものです。kuguinuma Kugenuma

同様のことは沢山あります。冨山県のくりから峠の下に「石動」と

かいた駅があります。これをどう読むか、動を「うごき」とのみ考え

isiyurugi iyては読めません 「ゆるぎ」と読むと となり、音便で。

がとれて イスルギとなります。つまり石動はイスルギと読Isurugi

むのです。これをヘボン式で と書くと がとれた時Ishiyurugi iy

には となり工合いが悪い （追加 動橋 イブリバシ）ishurugi 。

To同様のことは沢山あります。人名なら冨山はトミヤマ

miyama mi Toyamaですが、地名になると が取れてトヤマ

Kuroyanagi naとなります。黒柳はクロヤナギ ですが、青柳は

がとれてアオヤギ となり、地名でヤナイダというのがAoyagi

石川県の能登にあります （追加 冨樫 トガシ）。

（２） 鵠の音読みは漢和辞典によるとコクとありコウではあ
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り ま せ ん 。 そ れ な の に 鵠 洋 （ コ ウ ヨ ウ ） 小 学 校 、 鵠 （ コ ウ ）

生 園 と 読 む の は ど う し た こ と で し ょ う か 。 こ れ は ｋ ｏ ｋ ｕ （ コ ク ）

の ｋ ｕ （ ク ） が と れ て ｋ ｏ （ コ ） と な り 、 読 み に く い か ら ｋ ｏ （ コ ）

と 長 く な り 、 ｋ ｏ ｙ ｏ コ ウ ヨ ウ 小 学 校 、 コ ウ セ イ 園 と な っ た も の で

音 便 で あ り 、 誤 り で は あ り ま せ ん 。 冨 士 は フ ジ で す が 、 冨 貴

は フ ー キ で す （ 冨 貴 は 浮 き 雲 の ご と し ）。

（ ３ ） つ い で に ヘ ボ ン 式 ロ ー マ 字 と 、 日 本 式 ロ ー マ 字 と を 比 較 し 、

そ れ に ド イ ツ 式 を 加 え て 例 示 し ま し ょ う 。

ヘ ボ ン 式 日 本 式 ド イ ツ 式

織 田 Ｏ ｔ ａ Ｏ ｔ ａ Ｏ ｔ ａ

太 田 Ｏ ｔ ａ Ｏ ｔ ａ Ｏ ｈ ｔ ａ

伊 藤 Ｉ ｔ ｏ Ｉ ｔ ｏ Ｉ ｔ ｏ ｈ

糸 Ｉ ｔ ｏ Ｉ ｔ ｏ Ｉ ｔ ｏ

こ の ド イ ツ 式 を プ ロ 野 球 の 選 手 の ユ ニ ホ ー ム に 使 っ て お り ま す 。

日 本 式 ロ ー マ 字 は 英 語 を 根 拠 と し た ヘ ボ ン 式 に く ら べ て 日 本

語 の 発 音 を 表 す の に 適 切 で す 。 ま た ド イ ツ 語 は フ ラ ン ス 語 や

英 語 に く ら べ て 規 則 正 し く 例 外 と い う も の も は な は だ 少 な く 習 得

し や す い も の で す 。

（ 終 ）
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江
の
し
ま
道
し
る
べ
考

伊
藤
節
堂

（
は
じ
め
に
）

江
の
し
ま
道
し
る
べ
は
、
杉
山
検
校
（
検
校

（
一
六
一
〇
～

）

一
六
九
四
）
が
江
の
島
弁
財
天
に
対
す
る
報
賽
の
一
つ

と
し
て
建
て
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

数
は
四
十
八
基
建
て
た
と
い
わ
れ
る
が
、
現
存
す

る
も
の
は
十
一
基
だ
け
で
、
そ
の
所
在
は
藤
沢
市
史
第

五
篇
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
、
市
教
委
発
行
の
「
藤
沢

市
文
化
財
の
し
お
り
」
に
は
、
昭
和
四
十
一
年
に
市

の
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
「
江
の
島
弁
天
道

標
」
十
一
基
の
所
在
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
所
在
場
所
と
数
に
つ
い
て
は
、
両
者
に
若
干

の
相
違
は
あ
る
が
、
と
も
か
く
も
こ
れ
ら
を
参
考
と

し
な
が
ら
、
杉
山
検
校
の
建
て
た
江
の
し
ま
道
し
る

べ
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
よ
う
。

そ
の
前
に
ま
ず
、
道
標
の
形
態
や
刻
字
を
知
っ
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
市
役
所
前
の
現
物
を
見

れ
ば
一
目
瞭
然
だ
が
、
材
質
は
花
嵐
岩
、
形
は
尖
頭

角
柱
型
、
寸
法
は
高
さ
一
一
七
㎝
、
巾
、
奥
行
共

に
約
二
四
㎝
、
刻
字
は
正
面
に
「
え
の
し
ま
へ

、
」

右
側
に
「
一
切
衆
生

、
左
側
に
「
二
生
安
楽
」
と

」

あ
る
。
ま
た
、
正
面
上
部
に
梵
字
一
字
（
弁
財
天
を

示
す
種
子
」
が
あ
る
。

し
ゅ
う
じ
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一
、
遊
行
通
り
三
丁
目
ロ
ー
タ
リ
ー

１
基

こ
こ
は
境
川
に
沿
っ
て
南
下
す
る
県
道
鎌
倉
片
瀬

藤
沢
線
と
遊
行
通
り
と
の
分
岐
点
で
あ
る
か
ら
、
ロ

ー
タ
リ
ー
は
三
角
地
帯
で
あ
る
。
道
標
は
北
の
端
に

東
面
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。
高
さ
一
二
四
㎝
、
巾

二
五
㎝
、
厚
さ
二
三

。

cm

ま
た
こ
こ
は
、
遊
行
寺
橋
を
起
点
と
し
た

旧
江
の

し
ま
道
が
古
い
街
並
を
通
っ
て
き
て
、
現
在
の
遊
行

通
り
と
交
わ
る
あ
た
り
で
も
あ
る
。
江
の
し
ま
弁
天

へ
の
コ
ー
ス
は
幾
つ
か
あ
る
が
、
こ
こ
は
「
第
一
の

江
の
し
ま
道
」
で
あ
る
。

二
、
白
旗
神
社

１
基
（
藤
沢
２
丁
目
四
）

白
旗
神
社
は
源
義
経
を
祭
神
と
す
る
。
道
標
の
あ
る

場
所
は
社
務
所
の
西
、
神
社
の
山
の
下
で
一
見
む
さ

苦
し
い
場
所
で
あ
る
。
道
路
計
画
な
ど
に
よ
っ
て
、

方
々
の
路
傍
か
ら
、
石
仏
、
石
神
、
道
標
な
ど
が
何

十
と
な
く
こ
こ
に
集
め
ら
れ
た
。

そ
の
中
の
一
つ
に
「
重
要
文
化
財
」
な
ど
と
い
う

標
柱
が
立
て
ら
れ
る
と
、
恰
も
人
間
が
文
化
勲
章
を

も
ら
っ
た
と
き
の
よ
う
に
、
あ
る
輝
き
を
も
っ
て
私

た
ち
の
目
に
映
る
の
で
あ
る
。

高
さ
一
三
〇
㎝
、
巾
二
五
２
５
㎝
、
厚
さ
二
二
㎝
。

三
、
法
照
寺

１
基
（
鵠
沼
神
明
２
丁
目
２
）

江
の
し
ま
道
は
引
地
か
ら
入
る
の
が
あ
る
。
そ
の

経
路
は
明
確
で
な
い
が
、
明
治
一
五
年
測
量
の
参
謀

本
部
二
万
分
の
一
地
図
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に

推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

引
地
橋
の
東
袂
か
ら
南
下
し
、
万
福
寺
の
前
を
通
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る
。
首
塚
の
と
こ
ろ
で
左
に
曲
が
る
。
東
海
道
本
線
を

踏
み
切
っ
て
、
普
門
寺
、
鵠
沼
小
学
校
の
北
側
を
通

る
。
小
田
急
線
を
踏
み
切
っ
て
中
学
校
の
正
門

前
に
出
る
。
鵠
沼
桜
が
岡
一
ノ
一
七
と
一
ノ
一
八
と
の

間
を
南
下
す
る
。
つ
づ
い
て
鵠
沼
桜
が
岡
二
ノ
六
と

鵠
沼
藤
が
谷
四
ノ
一
九
と
の
間
を
南
下
す
る
。
さ
ら

に
鵠
沼
藤
が
谷
二
ノ
六
と
二
ノ
七
と
の
間
を
南
下
し

境
川
に
出
る
。
川
を
渡
っ
て
片
瀬
の
江
の
し
ま
道
に

出
る
。

こ
の
引
地
―
藤
が
谷
の
コ
ー
ス
を
「
第
２
の
江
の

し
ま
道
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

さ
て
、
故
高
橋
清
一
氏
の
「
藤
沢
市
地
名
私
考
」

に
よ
れ
ば
「
普
門
寺
北
側
に
は
…
江
の
島
道
し
る
べ

の
内
─
基
が
あ
り
、
現
在
は
線
路
北
側
の
一
画
に
保

存
せ
ら
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
線
路
予
定
地

に
道
標
が
あ
っ
た
わ
け
で
、
そ
こ
は
江
の
し
ま
道
と

刈
田
へ
の
道
が
岐
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
ろ

う
か
。

そ
の
道
標
は
現
在
、
法
照
寺
（
勝
で
は
な
い
）
境

○

△

内
の
一
角
に
東
面
し
て
建
つ
。
高
さ
一
〇
四
㎝
、
巾

二
二
㎝
、
厚
さ
二
三
㎝
で
、
右
側
面
は
ど
う
い
う
わ

け
か
「
二
切
衆
生
」
と
刻
す
。

四
、
第
三
の
江
し
ま
道
（
辻
堂
一
堀
川
）

藤
沢
市
史
第
五
編
に
よ
れ
ば
、
江
の
し
ま
道
し
る

べ
は
、
辻
堂
大
野
守
衛
氏
の
角
と
、
堀
川
秋
山
晃
禧

氏
門
前
と
の
二
か
所
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
辻

堂
と
堀
川
と
の
間
に
「
第
三
の
江
の
し
ま
道
」
が
あ

っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

恐
ら
く
こ
の
道
は
、
茅
ケ
崎
市
小
和
田
か
ら
辻
堂
、
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堀
川
そ
し
て
、
現
在
の
鵠
沼
海
岸
三
、
二
、
一
丁
目
と

南
東
へ
進
み
、
片
瀬
西
浜
で
潮
待
ち
を
し
た
と
考
え

る
。
潮
待
ち
は
鴨
長
明
の
歌
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く

「
片
瀬
川
は
干
潮
時
に
は
三
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
に
な
り

渡
渉
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
古
老
は
語
る
の
で
あ

る
。さ

て
、
道
標
は
、
辻
堂
の
一
基
は
、
市
役
所
構
内
に

移
さ
れ
た
が
、
他
の
一
基
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
。

堀
川
に
住
む
八
木
竹
松
氏
（
八
四
才
）
に
よ
れ
ば
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
前
に
、
八
部
公
園
（
鵠
沼
運

は

っ

ぺ

動
公
園
）
へ
通
ず
る
路
傍
（
現
在
の
鵠
沼
海
岸
七
丁

目
一
三
付
近
）
で
確
か
に
見
た
と
い
う
。
そ
う
な
る

と
前
述
の
コ
ー
ス
は
、
第
三
の
江
の
し
ま
道
と
し
て

い
よ
い
よ
動
か
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

五
、
市
役
所
構
内

二
基

市
役
所
の
本
館
正
面
入
口
に
向
か
っ
て
、
左
側
の
木

立
の
下
に
、
杉
山
道
標
二
基
、
そ
の
他
の
道
標
が

二
基
、
計
四
基
が
北
面
し
て
並
ぶ
。

右
端
が
杉
山
道
標
で
高
さ
一
二
〇
㎝
、
巾
二
四
㎝
、

厚
さ
二
四
㎝
、
三
つ
め
も
杉
山
道
標
で
、
高
さ
一
一

二
㎝
、
巾
二
四
㎝
、
厚
さ
二
三
㎝
、
こ
の
中
ど
れ

か
が
辻
堂
の
大
野
氏
角
か
ら
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

六
、
片
瀬
小
学
校
正
門
前

一
基

正
門
前
に
は
ち
が
い
な
い
の
だ
が
、
よ
く
見
る

小
学
校
と
泉
蔵
寺
と
の
境
に
あ
た
る
よ
う
だ
。

道
標
は
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
高
い
位
置
に
あ
る
が
、

初
め
は
道
路
上
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
場
所

は
、
消
防
第
三
分
団
の
前
か
ら
右
に
岐
か
れ
る
道
が
あ
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る
が
、
こ
の
岐
路
（
片
瀬
二
丁
目
一
七
ノ
二
八
）
に

東
面
し
て
建
て
ら
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

高
さ
一
二
八
㎝
、
巾
二
四

。

cm

七
、
密
蔵
寺
筋
向
い

一
基
（
片
瀬
三
ノ
六
ノ
五
地
先
）

こ
の
道
標
は
江
の
し
ま
道
か
ら
右
へ
岐
れ
る
道
に

北
面
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
最
初
は
江
の
し
ま
道
に

東
面
し
て
（
片
瀬
三
丁
目
六
ノ
五
の
東
側
に
）

建
て
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
。

高
さ
一
一
四
㎝
、
巾
二
四
㎝
。

八
、
片
瀬
市
民
セ
ン
タ
ー
構
内

一
基

市
民
セ
ン
タ
ー
の
正
面
に
自
転
車
置
き
場
が
あ
っ
て

そ
の
後
ろ
側
に
建
っ
て
い
る
。
文
化
財
の
し
お
り
に
は

二
基
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
一
基
で
あ
る
。

高
さ
一
〇
五
㎝
、
巾
二
四
㎝
。

九
、
西
行
戻
り
松

１
基
（
片
瀬
三
ノ
一
〇
ノ
一
六
番
地
）

片
瀬
市
民
セ
ン
タ
ー
筋
向
か
い
の
精
肉
店
脇
に
西
行

戻
り
松
（
樹
高
二
．
七

、
目
通
径
四
．
五

、
黒
松
）

m
m

が
あ
っ
て
、
そ
の
傍
に
道
標
が
あ
る
。

「
西
行
も
ど
り
の
松
」
と
彫
ら
れ
た
面
が
表
に
向
い

て
い
る
が
、
実
は
こ
れ
が
裏
で
、
正
面
は
あ
く
ま
で

「
え
の
し
ま
へ
」
と
彫
っ
た
面
で
あ
る
。

思
う
に
杉
山
検
校
は
西
行
に
深
く
帰
依
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
ゆ
か
り
の
松
の
傍
に
道
標
を
建
て
、
併

せ
て
戻
り
松
の
伝
承
を
後
世
に
伝
え
た
か
っ
た
の
で
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あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
の
一
行
は
表
の
種
子
よ
り
も
、

一
段
下
げ
て
彫
ら
せ
た
。

ま
た
こ
の
道
標
は
元
は
本
蓮
寺
門
前
三
叉
路
に
あ

っ
た
と
い
う
。
松
も
六
代
目
と
い
う
こ
と
だ
が
、
松

を
植
え
か
え
た
り
、
道
標
を
移
し
か
え
た
り
し
て
い

る
う
ち
に
、
い
つ
の
ま
に
か
戻
り
松
の
方
が
主
役
に

転
じ
、
今
で
は
お
お
っ
ぴ
ら
に
正
面
を
向
い
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。

高
さ
一
〇
三

、
巾
二
三
㎝
。

cm

一
〇
、
江
の
島
「
福
石
」
わ
き

一
基

江
の
島
神
社
二
の
鳥
居
か
ら
辺
津
の
宮
に
向
か
っ
て

石
段
を
の
ぼ
る
と
、
中
腹
右
側
に
福
石
が
あ
る
。
そ

の
右
手
、
杉
山
検
校
の
碑
に
並
ん
で
道
標
が
あ
る
。

こ
れ
は
江
の
し
ま
道
の
道
標
で
あ
っ
た
も
の
を
、

検
校
ゆ
か
り
の
場
所
に
移
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

高
さ
一
二
四
㎝
、
巾
二
五
㎝
。

一
一
、
鎌
倉
市
腰
越
公
民
館
前

一
基

腰
越
公
民
館
の
正
面
道
路
脇
に
電
話
ボ
ッ
ク
ス
が

あ
っ
て
、
そ
の
う
し
ろ
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ

に
建
っ
て
い
る
。
杉
山
道
標
で
あ
る
こ
と
は
一
見
し

て
わ
か
る
。
自
然
石
を
台
座
と
し
て
建
て
て
あ
る
。

ま
た
、
道
標
は
中
ほ
ど
で
折
れ
、
セ
メ
ン
ト
で
接
い

で
あ
る
。

高
さ
一
一
八

、
巾
二
三
㎝
、
厚
さ
二
四
㎝
。

cm

腰
越
支
所
職
員
の
話
で
は
、
腰
越
に
も
江
の
し
ま

道
が
あ
っ
て
、
こ
の
道
標
は
腰
越
を
流
れ
る
神
戸
川

ご

う

ど

の
改
修
に
あ
た
り
、
支
所
の
前
庭
に
移
動
し
た
。
そ

の
後
、
支
所
は
大
通
り
に
新
築
移
転
し
て
、
そ
の
あ
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と
が
公
民
館
に
な
っ
た
と
い
う
。

藤
沢
市
史
第
五
編
に
は
元
の
位
置
を
「
神
戸
浜
道

角
」
と
示
し
て
あ
る
が
、
こ
の
神
戸
浜
道
こ
そ
「
第

四
の
江
の
し
ま
道
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
二
、
造
立
の
原
点
を
考
え
る

さ
て
、
こ
の
度
道
標
を
訪
ね
な
が
ら
思
っ
た
こ
と

は
、
杉
山
検
校
の
江
の
島
弁
財
天
に
対
す
る
深
い
信

仰
心
と
、
盲
人
に
対
す
る
細
か
い
配
慮
と
導
き
の

心
で
あ
っ
た
。

検
校
が
道
標
を
建
て
る
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
盲
人

の
誘
導
を
優
先
し
た
の
で
あ
る
。
盲
人
を
誘
導
で
き

れ
ば
、
健
常
者
は
お
の
ず
と
誘
導
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、

（
一

、
石
標
は
同
形
同
寸
の
尖
頭
角
柱
と
し
た
。

）

（
二

、
高
さ
は
人
の
胸
の
高
さ
と
し
、
手
を
差
し
伸
べ

）
れ
ば
、
先
頭
角
柱
が
た
や
す
く
認
識
で
き
る
こ
と
。

（
三

、
文
字
は
簡
単
に
し
、
大
き
く
深
く
（
ほ
ぼ
手
の

）
ひ
ら
大
）
指
で
な
ぞ
れ
ば
判
読
で
き
る
こ
と
。

（
四

、
正
面
の
文
字
は
平
易
な
仮
名
文
字
（
当
時
は
変

）
体
仮
名
）
と
し
た
。

（
五

、
側
面
は
平
易
な
句
を
大
き
く
楷
書
で
彫
っ
た
。

）

（
六

、
右
側
面
を
「
一
切
衆
生

、
左
側
面
を
「
二
世

）

」

安
楽
」
と
し
た
。

（
七

、
岐
れ
道
に
建
て
た
。

）
一
三
、
道
標
の
読
み
方
を
考
え
る

つ
ぎ
に
道
標
の
正
面
の
文
字
は
す
べ
て
変
体
仮
名
で

「
え
の
し
ま
へ
」
が
正
し
く

「
え
の
し
ま
道
」
は

、

誤
り
で
あ
る
。
最
下
部
は
「
遍
」
の
草
体
か
ら
き
た
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変
体
仮
名
で
「
道
」
の
草
体
で
は
な
い
。

「
遍
＝
へ
」
を
用
い
た
道
し
る
べ
は
市
内
に
い
く

つ
も
あ
る
。
例
え
ば
市
役
所
前
、
右
か
ら
二
つ
目
の

道
標
の
左
側
面
に
「
左
龍
口
へ
」
と
あ
る
の
も
そ
れ

で
あ
る
。

「
道
」
を
用
い
た
の
も
あ
る
。
例
え
ば
市
役
所
前
、

左
端
の
道
標
の
側
面
に
「
弁
天
江
の
嶋
道
」
と
あ

る
。
ま
た
「
み
ち

「
ミ
ち
」
を
用
い
た
の
も
あ

」

る
が
こ
れ
は
略
す
。

さ
て
、
道
標
に
は
す
べ
て
方
向
を
示
す
文
字
（
左

右
東
西
な
ど
）
や
記
号
（
矢
印
な
ど
）
が
あ
る
も
の

だ
が
、
こ
の
道
標
に
は
そ
れ
が
な
い
。
な
く
て
も
盲

人
を
誘
導
で
き
た
と
こ
ろ
に
、
検
校
の
深
慮
が
あ
る
。

私
は
「
一
切
衆
生
、
二
生
安
楽
」
は
信
仰
へ
の
導

き
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
か
ら

「
二
生
安
楽
」
が

、

そ
の
意
義
と
と
も
に
、
弁
天
へ
の
導
き
、
つ
ま
り
進

行
方
向
を
示
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

す
る
と
道
標
の
建
て
方
、
向
き
が
問
題
に
な
る
。

そ
こ
で
道
標
は
常
に
進
行
方
向
の
右
側
に
建
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ま
私
た
ち
は
人
口
過
密
な
近
代

都
市
の
中
で
そ
れ
を
考
え
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
初

期
の
江
の
し
ま
道
な
ら
、
ど
こ
へ
ど
の
よ
う
に
建
て

よ
う
と
思
い
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
私
は
考
え
る
の
で

あ
る
。

（
お
わ
り
に
）

最
後
に
、
今
回
（
昭
和
五
五
年
八
月
）
江
の
し
ま

道
し
る
べ
を
一
巡
し
て
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
現
存
す

る
杉
山
道
標
の
数
が
、
藤
沢
市
内
に
十
基
、
鎌
倉
市

内
に
一
基
計
十
一
基
で
あ
っ
た
こ
と
。
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ま
た
藤
沢
市
が
文
化
財
に
指
定
し
た
道
標
は
、

杉
山
道
標
が
十
基
と
、
杉
山
以
外
の
道
標
（
市
役
所

前
右
か
ら
二
つ
目
「
従
是
右
江
ノ
嶋

）
が
一
基

」

計
十
一
基
で
あ
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
、
こ
の
稿
を

終
わ
る
。

（
昭
和
五
五
・
八
・
一
五
記
）

（
追

記
）

以
上
は
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
一
日
藤
沢
中
央
図

書
館
発
行
「
わ
が
住
む
里
」
第
三
十
二
号
に
登
載
さ

れ
た
が
、
こ
の
度
「
鵠
沼
を
語
る
会
」
の
研
究
資
料

と
し
て
転
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
転
記
に
あ
た
り
若

干
字
句
の
補
正
を
し
、
挿
図
を
入
れ
た
。

（
昭
和
五
八
・
一
・
二
五
記
）

（
参
考
）
杉
山
検
校

略
年
表

慶
長

藤
堂
高
虎
の
臣
、
杉
山
権
右
衛
門
重
政

1610

15

の
長
子
と
し
て
伊
勢
の
国
津
に
生
る
。

幼
名
を
養
慶
と
い
っ
た
。

慶
長

養
慶
五
才
の
時
失
明
。

1614

19

寛
永

養
慶
一
七
才
の
と
き
江
戸
へ
出
る
。
山
瀬

1626

3

琢
一
に
入
門
し
て
鍼
術
を
習
う
。
名

を
和
一
と
改
め
る
。

（
年
月
不
明
）

和
一
江
の
島
弁
財
天
に
参
籠
、
断
食
。

満
願
の
日
、
福
石
の
所
で
管
と
鍼
を
授

く
だ

は
り

か
る
。
京
都
に
上
り
鍼
学
を
学
ぶ
。

し
ん

、

。

～

延
宝
年
中

四
代
将
軍
家
綱
に
召
さ
れ

綱
吉
の
病
気
を
治
す

1673

1680

功
に
よ
り
本
所
一
ツ
目
の
宅
及
び
禄
五
百
石
を
う

け
る
。

元
禄

･
･

関
東
総
録
検
校
と
な
る
。

1692

5
9
9

元
禄

･
･

病
没
、
享
年
八
十
五
才

（
墓
江
の
島
）

。

1694

7
5
16
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江のしま道しるべ所在略図＞＜
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「
鵠
沼
を
語
る
会
」
活
動
年
表

伊
藤
節
堂
編

･

鵠
沼
を
語
る
会
の
設
立
準
備

1975
昭和
50
5

〃

･

鵠
沼
を
語
る
会
第
一
回
会
合

参
集
者

50
11

番
場
定
八
、
福
地
誠
一
氏
、
他

･
･

午
後
一
・
三
〇
～
三
・
三
〇

第
三
談
話
室

1976
昭和
51
7
27「

海
水
浴
と
鵠
沼
」
そ
の
他

〃

･
･

機
関
紙
「
鵠
沼
」
第
一
号
を
発
行

51
7
31

（
内
容
）

鵠
沼
の
今
昔

―

前
鵠
沼
公
民
館
長

高
松
敏
夫

松
露
と
防
風

―

伊
藤

昌

鵠
沼
の
厂
史
（
一
）
―

伊
藤

昌

昭
和
初
期
の
鵠
沼

―

伊
藤

昌

鵠
沼
の
花
々

―

伊
藤

昌

鵠
沼
海
岸
と
海
水
浴

伊
藤

昌

･
･

鵠
沼
の
史
跡
散
歩

1976
昭和
51
9
17

〃

･
･

「
鵠
沼
」
第
二
号
を
発
行

51
10
29

（
内
容
）

鵠
沼
と
私

―

鵠
沼
公
民
館
長

吉
田
興
一

鵠
沼
の
厂
史
（
二
）
―

伊
藤

昌

明
治
百
年
大
学
生
と

史
跡
を
歩
く

伊
藤

昌

鵠
沼
海
岸
と
私

―

伊
藤

昌

鴨
の
来
る
池

―

伊
藤

昌

「
砂
の
い
ろ
」
─
抜
粋
―

野
口
喜
久
子
編

･
･

午
後
一
・
三
〇
～
三
・
三
〇

第
三
談
話
室

1977
昭和
52
2
23

公
民
館
ま
つ
り

の
参
加
に
つ
い
て

"
"

〃

･
･

「
鵠
沼
」
第
三
号
を
発
行

52
2
25
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（
内
容
）

鵠
沼
公
民
館
ま
つ
り

に
見
る
生
涯
教
育

伊
藤

昌

鵠
沼
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

伊
藤

昌

鵠
沼
の
厂
史
（
三
）
―

伊
藤

昌

地
引
き
網
雑
感

―

伊
藤

昌

私
と
鵠
沼

―

川
上
清
康

･
･

～

鵠
沼
地
区
公
民
館
祭
り
に
参
加

1977
昭和
52
4
25

27

〃

･
･

午
後
一
・
三
〇
～
三
・
三
〇

第
三
談
話
室

52
4
21

鵠
沼
っ
子
鵠
沼
を
語
る

〃

･
･

午
後
一
・
三
〇
～
三
・
三
〇

第
三
談
話
室

52
6
16

に
て
集
合

〃

･
･

午
後
一
・
三
〇
～
三
・
三
〇

第
三
談
話
室

52
8
18

に
て
集
合

〃

･
･

午
後
一
・
三
〇
～
三
・
三
〇

第
三
談
話
室

52
10
20

に
て
集
合

･
･

「
鵠
沼
」
第
四
号
を
発
行

1978
昭和
53
3
22

（
内
容
）

鵠
沼
五
十
年

―

伊
藤

昌

鵠
沼
と
私

―

飯
田
心
美

〃

―

川
上
清
康

〃

―

太
田
太
郎

〃

―

佐
藤

清

〃

―

冨
永
速
雄

･
･

午
後
一
・
三
〇
～
三
・
三
〇

第
三
談
話
室

1979
昭和
54
2
16

経
過
報
告
と
今
年
の
計
画
、
そ
の
他

〃

･
･

午
後
一
・
三
〇
～
三
・
三
〇

第
一
談
話
室

54
2
22

講
演
鵠
沼
の
厂
史
（
一
）

有
賀
冨
夫

〃

･
･

午
後
一
・
三
〇
～
三
・
三
〇

第
三
談
話
室

52
3
1

講
演
鵠
沼
の
厂
史
（
二
）

有
賀
冨
夫

〃

･
･

午
後
一
・
三
〇
～
三
・
三
〇

第
一
談
話
室

52
3
7
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講
演
「
鵠
沼
と
文
学
」

伊
藤

昌

･
･

公
民
館
ま
つ
り
に
参
加

1979
昭和
54
3
17

〃

･
･

午
前
九･

三
〇

第
二
談
話
室

54
7
20

講
演
「
鵠
沼
と
白
樺
派
」

伊
藤

昌

〃

･
･

「
鵠
沼
」
第
五
号
発
行

54
7
20

（
内
容
）

芥
川
文
学
と
鵠
沼

―

伊
藤

昌

鵠
沼
と
白
樺
派

―

伊
藤

昌

鵠
沼
碑
文
集
（
そ
の
一
～
三
）
伊
藤
節
堂

〃

･
･

「
鵠
沼
」
第
六
号
発
行

54
9
1

（
内
容
）

関
東
大
震
災
を
想
起
し
て

―

奥
田
直
元

鵠
沼
碑
文
集
（
そ
の
四
～
五
）
伊
藤
節
堂

〃

･
･

午
前
九･

三
〇

第
一
談
話
室

54
9
4

座
談
会
「
鵠
沼
と
震
災
」

･
･

午
前
九･

三
〇

公
民
館
集
合

1979
昭和
54
10
23

鵠
沼
の
史
跡
を
探
索
し
た
。

〃

･
･

「
鵠
沼
」
第
７
号
を
発
行

54
10
23

（
内
容
）

鵠
沼
公
民
館
の

改
築
に
あ
た
っ
て

―

伊
藤

昌

鵠
沼
碑
文
集
（
そ
の
六
～
一
〇
）
伊
藤
節
堂

〃

･
･

午
前
一
〇
時
～
正
午

54
12
13

相
模
工
業
大
学
教
授

講
演
「
史
跡
天
然
記
念
物
」

中
丸
和
伯

〃

･
･

「
鵠
沼
」
第
八
号
発
行

54
12
13

（
内
容
）

長
靴
と
私
（
一
）

伊
藤

昌

鵠
沼
の
野
草
（
そ
の
一
～
二
）

伊
藤
節
堂

大
震
災
前
後
か
ら
の

鵠
沼
海
岸(

一)

高
木
和
男

･
･

「
鵠
沼
」
第
九
号
発
行
に
当
た
り
会
員
の
原
稿
募
集

1980
昭和
55
1
10

題
「
昭
和
五
十
五
年
を
迎
え
て
」
〆
切
一
月
二
十
日
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･
･

「
鵠
沼
」
第
九
号
を
発
行

1980
昭和
55
1
31

（
内
容
）

大
震
災
前
後
か
ら
の
鵠
沼
海
岸(

二)

高
木
和
男

鵠
沼
の
野
草
（
そ
の
三
）

伊
藤
節
堂

長
靴
と
私
（
二
）

伊
藤

昌

一
九
八
〇
年
の
会
員
の
声

山
□
三
郎

鵠
沼
の
松

須
貝

敏

郷
土
史
の
研
究

川
上
信
康

鵠
沼
三
題

持
田
ま
さ
お

鵠
沼
風
物

太
田
太
郎

春
の
寿

伊
藤

昌

江
ノ
島
の
海

花
輪

桂

私
の
江
の
島
神
社
初
詣
発
願
由
来

佐
藤

清

鵠
沼
地
域
を
永
住
地
に
決
め
た
理
由

富
永
達
雄

昭
和
五
十
五
年
を
迎
え
て

大
宮
三
郎

鵠
沼
と
私

富
士

山
た
か
し

新
し
い
プ
ラ
ン
を
期
待
す
る

飯
田
心
美

昭
和
五
十
五
年
を
迎
え
て

鈴
木
繁
太
郎

･
･

午
前
一
〇
時

和
室

1980
昭和
55
2
15

公
民
館
改
築
に
関
す
る
建
築
委
員
会
の

結
果
報
告

―

本
年
の
活
動
に
つ
い
て
、

他

〃

･
･

午
前
九･

三
〇
公
民
館
集
合

55
6
19

鵠
沼
史
跡
め
ぐ
り

午
前
一
〇
時
出
発

石
仏
、
記
念
碑
、
晋
門
寺
、
皇
大
神
宮

万
福
寺
、
空
乗
寺
、
大
橋
重
政
の
墓
、
他

〃

･
･

「
鵠
沼
」
第
十
号
を
発
行

―
（
内
容
）
―

55
6
19

大
震
災
前
後
か
ら
の

鵠
沼
海
岸
（
三
）

高
木
和
男

鵠
沼
碑
文
集
（
そ
の
一
一
～
一
五
）

伊
藤
節
堂

鵠
沼
の
石
仏
、
石
神
編
年
表

伊
藤
節
堂

長
靴
と
私
（
三
）

伊
藤

昌
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･
･

午
後
一･

三
〇
～
三･

三
〇

第
一
談
話
室

1980
昭和
55
10
23（

研
究
発
表
）
長
寿
の
秘
訣

富
士
山

藤
ケ
谷
「
賀
来
神
社
」

伊
藤
節
堂

鵠
沼
の
石
仏
、
石
神
、

編
年
表
（
追
補
改
訂
）

伊
藤
節
堂

鵠
沼
の
石
仏
、
石
神
、
資
料
追
加

奥
田
直
元

･
･

「
鵠
沼
」
第
十
一
号
発
行
（
内
容
）

1981
昭和
56
1

15
鵠
沼
公
民
館
の
完
成

と
生
涯
教
育
時
代

伊
藤

昌

大
震
災
前
後
か
ら
の

鵠
沼
海
岸(

四)
高
木
和
男

芥
川
龍
之
介
の
思
い
出

冨
士

山

長
靴
と
私

伊
藤

昌

〃

･
･

午
前
一
〇
時

仮
設
公
民
館
第
二
談
話
室

56
2
19

（
研
究
発
表
）

鵠
沼
碑
文
集
（
改
訂
版
）

伊
藤
節
堂

･
･

午
前
一
〇
時

新
公
民
館

図
書
室

1981
昭和
56
5
20

（
座
談
会

「
鵠
沼
の
今
昔
」
を
語
り
合
う

）

東
久
邇
宮
王
子

の
遭
難
碑
に
つ
い
て

塩
沢

務

〃

･
･

午
前
一
〇
時

第
二
学
習
室

56
7
17

（
研
究
発
表
）

鵠
沼
寺
院
考
と

砥
上
ヶ
原
旅
情

花
輪

桂

〃

･
･

午
前
一
〇
時

第
二
学
習
室

56
12
17

（
研
究
発
表
）

神
明
様
の
祭
り

伊
藤
節
堂

･
･

午
前
一
〇
時

文
化
活
動
室

1982
昭和
57
1
11

文
化
財
保
存
の
運
動
を
全
市
に
広
げ
る

趣
旨
の
説
明
と
意
見
交
換

〃

･
･

午
前
九
時

公
民
館
集
合
、
熱
海
市
に
開
館

57
2
22の

Ｍ

Ａ
美
術
館
見
学
入
館
料
一
五
〇
〇
円
各
自
負
担

C
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･
･

午
前
一
〇
時

第
一
学
習
室

1982
昭和
57
5
6

昭
和
五
十
七
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
、
そ
の
他

〃

･
･

午
前
一
〇
時

文
化
活
動
室

57
7

20
（
研
究
発
表
）

鵠
沼
の
「
麗
子
像
」

伊
藤
節
堂

〃

･
･

午
前
一
〇
時

第
二
学
習
室

57
12
14

「
鵠
沼
を
語
る
会
十
年
の
歩
み
」
編
集
に
つ
い
て

（
決
議
事
項
）
奇
数
月
の
第
二
火
曜
日
、

午
前
一
〇
時
を
例
会
と
す
る

･
･

午
前
一
〇
時

和
室

1983
昭和
58
1
11

年
頭
所
感

リ
ー
ダ
ー

伊
藤

昌

会
員
新
年
の
抱
負
希
望
を
語
る

（
研
究
発
表
）
鵠
沼
の
「
ク
グ
ヒ
」

伊
藤
節
堂

神
明
様
の
祭
り
（
追
補
）

伊
藤
節
堂

)
･

･

「
鵠
沼
」
第
一
二
号
を
発
行

1983
昭和
58

1
15

（
内
容
）

年
は
め
ぐ
り
て

伊
藤

昌

鵠
沼
の
「
ク
グ
ヒ
」

伊
藤
節
堂

神
明
様
の
祭
り

伊
藤
節
堂

神
明
様
の
祭
り
（
追
補
）

伊
藤
節
堂

（
あ

と

が

き
）

昨
年
十
二
月
の
集
会
で
「
鵠
沼
を
語
る
会
の
歩
み
」

を
編
集
の
事
が
議
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
途
中
か
ら
入
会
さ
れ
た

方
も
か
な
り
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
方
々
に
ま
ず
、

創
立
以
来
の
会
の
活
動
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

作
り
ま
し
た
。
誤
記
脱
漏
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ご
指
摘

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
五
八
・
二
・
六
記
）



昭和５８年３月１５日

鵠沼を語る会発行

藤沢市鵠沼海岸２－１０－３４

鵠沼公民館内

電話 ３３－２００１・ ２００２


	Taro-01.pdf
	Taro-02.pdf
	Taro-03.pdf
	Taro-04.pdf
	Taro-05.pdf
	Taro-06.pdf
	Taro-07.pdf
	Taro-08.pdf
	Taro-09.pdf
	Taro-10.pdf
	Taro-11.pdf
	Taro-12.pdf
	Taro-13.pdf
	Taro-14.pdf
	Taro-15.pdf
	Taro-16.pdf
	Taro-17.pdf
	Taro-18.pdf

